
市立ひらかた病院
〒573-1013 大阪府枚方市禁野本町2丁目14-1　TEL : 072-847-2821㈹　FAX : 072-847-2825
e-mail : bysoumu@city.hirakata.osaka.jp

●徒歩………………… 京阪電車「枚方市駅」から禁野方面へ約15分

●バス（京阪バス）…… 京阪電車「枚方市駅」（田ノ口・長尾・くずは方面）で約５分
　 JR「長尾駅」（枚方市駅北口行）で約20分「バス停「市立ひらかた病院前」下車すぐ」

●自動車・バイク …… 国道1号方面から「出屋敷」交差点を枚方市駅方面に向かって約3キロメートル
　 府道京都守口線方面から「かささぎ橋」交差点を東へ約1キロメートル
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基  本  方  針

診療に臨む基本姿勢

心のかよう医療をめざして
令和８年４月付で、市立ひらかた病院の病院長に就任いたしました。地域の皆様の健康と命を守る中核病院
の責任者として、身の引き締まる思いです。本院はこれまで、救急医療や感染症対策医療、小児・周産期医療
といった政策医療に加え、がん治療など幅広い医療を通じて地域医療を支えてまいりました。高齢化が進み
医療ニーズが多様化する中、本院の基本理念である「心のかよう医療を行い、信頼される病院」であり続ける
ことが重要だと考えています。
今後も安全で質の高い医療の提供に加え、患者の皆様やご家族に寄り添った丁寧な対応、地域の医療・介
護機関との連携強化に努めてまいります。そして職員一同が個々に研鑽を重ね、枚方市民の皆様に市立ひら
かた病院が必要とされるよう尽力してまいりますので、ご理解とご支援をたまわりますようお願い申し上げます。

市立ひらかた病院の基本理念

心のかよう医療を行い、信頼される病院
患者の皆様や地域との信頼関係を築き、安心と満足の得られる医療を提供することで、地域に貢献します。

地域の中核病院として住民
の命を守るため、質の高い安
全な医療を提供します。

01
患者の皆様の人権を尊重し、
誠意をもって信頼される医療
を提供します。

02
他の医療機関や事業者との
連携を進め、地域医療におけ
る公立病院としての役割を果
たします。

03
医療や健康に関する情報を
積極的に発信し、住民の健康
増進に貢献します。

04

1  患者の皆様の気持ちに寄り添い、あたたかく思いやりのある態度で診療を行います。
2  患者の皆様が安心して医療を受けられるよう、納得のいく分かりやすい説明を行います。
3  高度・先進医療に取り組み、医療ニーズに応じた適切な診療方針を立てます。
4  医療技術と倫理観を磨き、チーム医療による安全管理を徹底します。
5  地域の医療機関や保健・福祉関係者と連携して、通院・入院から在宅まで患者の皆様を支援します。

病院長

河合　英

患者さんに寄り添い、心のこもった看護を実践
令和８年４月付で、市立ひらかた病院の看護局長に就任いたしました。看護局では「心あたたまる看護」を理
念とし、病院の役割と機能が果たせるよう患者さんに寄り添い、安全・安心な看護を提供しています。専門職業
人として、自律した看護実践ができる看護師を育成するために教育プログラムの充実を図り、更なるスキルアッ
プに努めていきます。また、専門性の高い看護師育成においては、認定看護師・特定行為看護師の教育にも
力を入れています。
一人一人の看護職員がお互いを思いやり、やりがいを持って活き活きと長く働き続けられる職場づくりを目指
し、今後も市立ひらかた病院が「皆様に選ばれる病院」となるよう、看護局一丸となり看護実践能力の向上に
日々 精進してまいります。

看護局長

二宮 豊恵
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患者の皆様の気持ちに寄り添い、あたたかく思いやりの
ある態度で診療を行います。納得のいく分かりやすい説
明を行い、安心して医療を受けていただきます。
また、患者の皆様に寄り添う「心あたたまる看護の提供」
を理念として、心のこもった看護サービスを提供し、専門
性の高い、安全で安心できる看護実践の提供を目指して
います。

気持ちに寄り添う診療

本院の主な指定等

心安らぐ快適な院内空間
バリアフリーで使いやすい空間や設備、わかりやすい施設配置やサインの設置などユニバーサルデザ
インに配慮するとともに、枚方ゆかりの美術家等の協力を得て院内各所に絵画の展示を行うなど、心
やすらぐアメニティ豊かな空間を提供します。

02HIRAKATA CITY HOSPITALHIRAKATA CITY HOSPITALHIRAKATA CITY HOSPITALHIRAKATA CITY HOSPITAL01

地域医療
支援病院

救急告示
医療機関

大阪府小児地域
医療センター

大阪府がん
診療拠点病院

第２種感染症
指定医療機関
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医療安全の徹底
医療安全を医療の質に関わる重要な課題ととらえ、職員研修等を実施し、常に職員一人ひとりが高い
意識を持って業務にあたっています。

心あたたまる看護
看護局では、患者の皆様に寄り添う「心あたたまる看
護の提供」を理念として、心のこもった看護サービスを
提供し、専門性の高い、安全で安心できる看護実践の
提供を目指しています。

急性期に対応する2次救急医療機関として、内科・外科・
小児科・産科の救急受入れ体制を整えており、地域の安
心・安全を支えるライフラインとしての役割を担っていま
す。
救急科が初期診療を行ったあとは、必要に応じ専門科に
引継ぎ、切れ目なく診療が継続されるよう努めています。

チーム医療
各職場のスタッフが、それぞれの分野で専門
性を発揮し、様々な職種が意見を交換しなが
ら協力し合うチーム医療を実践しています。
患者の皆様が心身ともに健やかな生活が送
れるよう、職員が一丸となり治療とサポート
に努めています。

HCU（High Care Unit：高度治療室）
HCUの4床では、内科系・外科系の疾患を問わず、重症・重篤な場合や手術後の患者の皆様に対し、よ
り早期に回復させることを目的として総合的・集中的に治療・ケアを行っています。複雑で看護度の高
いケアを必要とするため、一般病棟よりも手厚い看護体制を確保し、併せて多職種の専門職による
チーム医療を推進しています。
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24時間365日の救急診療体制
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医療相談・連携室
医療相談･連携室では、最適で円滑な医療が受けられるよう、地域の医療機関との架け橋としての役
割を担うとともに、患者の皆様やご家族に対して、医療相談や退院支援を行うことで、通院・入院から
在宅までサポートしています。



高

　度

　医

　療 先進の機器による高度医療の実現
外科手術は、時代とともに手術方法・手技が日々進歩しています。本院では内視鏡手術支援ロボット
（ダ・ヴィンチXi）を導入し、これまで以上に精度が高く、より安全で身体に負担の少ない手術を行うこと
で、患者の皆様の日常生活への早期復帰に努めています。
また320列CTや3テスラMRIなどの高機能の医療機器により精度の高い診断を実施するとともに、緊
急検査にも対応しています。
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下肢機能再建センターでは、関節の痛みで日常生活や仕事、ス
ポーツに支障をきたしている方が、イキイキとした暮らしを取り
戻し健康寿命の延伸やキャリアの継続が図られるよう、股、膝、

足それぞれの関節
において質の高い
最新の診断と治療
に努めています。

下肢機能再建センター

消化器センター
消化器内科と消化器外科を統合した「消化器センター」では、食
道・胃、小腸・大腸、肝臓・胆道・膵臓などの臓器ごとの専門医が受
診の段階から放射線科やリハビリテーション科、栄養管理科など
の各科と連携を図り、一人ひとりに合った検査や診断、治療を
行っています。
また、内科・外科の一元化によって、診察・検査・手術までの一連
の診察がよりスムーズになり、地域医療機関からの紹介や夜間・
救急受診についても、より迅速な対応に努めています。

糖尿病センター
多職種による「糖尿病チーム医療」を通じて、先進的・専門的な
糖尿病治療を提供します。１型糖尿病のインスリンポンプ治療、
妊娠糖尿病・糖尿病合併妊娠には北河内全域からご依頼があり、
血糖値の“見える化”を可能にするリアルタイム持続血糖測定器
は、大阪府下トップクラスの導入件数を誇ります。肥満合併２型
糖尿病の「マンジャロ外来」は、患者の皆様の食事・運動・生活習
慣の改善をチームで支え、持続性GIP/GLP-1受容体作動薬に
よる減量効果を最大限に高めます。
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院内学級・プレイルーム
感染性疾患でない小児患者のために、小・中学校教諭と保育士を配置した部屋を用意しています。院
内学級では児童・生徒の症状に応じて個別指導・少人数授業・ベッドサイド学習等を行い、プレイルーム
では玩具や絵本等で楽しい時間を過ごすことができます。

新たな生命の誕生をサポート
できるだけ自然に近い分娩、心に残る素敵な分娩となる
よう心がけています。アドバンス助産師を中心に、生命
誕生の瞬間の喜びをご家族が一緒に分かち合えるよう
サポートしています。また、母子同室、母乳保育の推進、
産後ママ安心ケアサービスなど、各個人にあわせたケア
を行っています。

健診センター
一般検診以外に、特定健診や市民がん検診（肺がん、胃がん、大腸がん、前立腺がん、乳がん、子宮が
ん）、人間ドックや脳ドックも行っています。

子育ての安心を支える小児医療
本院は北河内地区の小児科2次救急の拠点病院として、24時間365日の救急搬送の受け入れを行っ
ています。
隣接する北河内夜間救急センターで1次救急を受け入れており、入院が必要と判断された場合は本院
に引き継ぐ体制を整えています。また、大阪府小児地域医療センターの指定や日本小児科学会専門医
研修施設として認定を受けており、小児科の一般診療に加え、救急における初期診療のほか、小児特
有の慢性疾患等についても質の高い診療を提供できるよう努めています。

胸腔鏡・腹腔鏡、内視鏡手術支援ロボットを使用した低侵
襲の外科手術により、術後の傷跡が目立たたない、早期
回復が見込めるといった患者の皆様の心身の負担軽減に
努めています。また、専門医が最新の治療機器で集学的
治療を行う放射線治療、抗がん剤や分子標的薬剤を専用
のスペースで快適に受けていただく化学療法など、患者
の皆様の状態に応じた治療を行っています。

相談窓口と啓発活動
がんに関する治療上の不安や悩みを相談する
「がん相談支援センター」の設置や、がんを抱え
た患者の皆様やご家族が気軽に語り合う交流の
場「がんサロン」、啓発事業「市民公開講座」の
開催など、がん医療に関するサポートや啓発を
行っています。

緩和ケア病棟
がんを抱えた患者の皆様に、その人らしさを大切にした環境で過ごしていただくため、緩和ケア病棟で
は痛みなどの症状の緩和や精神的なケアを行い、ご家族との時間を大切にする緩和医療を実施してい
ます。

北
河
内
で
唯
一
、「
大
阪
府
小
児
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
」の
指
定
を
受
け

て
お
り
、小
児
の
救
急
疾
患
か
ら
慢
性
疾
患
ま
で
対
応
す
る
ほ
か
、

分
娩
・
母
子
ケ
ア
な
ど
、子
育
て
の
安
心
を
支
え
る
質
の
高
い
医
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

が
ん
の
専
門
的
な
診
療
機
能
を
有
す
る
病
院
と
し
て「
大
阪
府
が
ん

診
療
拠
点
病
院
」の
指
定
を
受
け
て
お
り
、高
度
で
低
侵
襲
な
が
ん
治

療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、が
ん
に
関
す
る
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

患者の皆様に応じたがん治療

緩和ケア病棟のベランダからひらかたパーク方面を望む
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各フロアのご案内

B小児科
B泌尿器科
C内科
C循環器内科
C呼吸器内科
C糖尿病・内分泌内科
　（糖尿病センター）
C心臓血管外科
C呼吸器外科
C脳神経外科
C整形外科
　（下肢機能再建センター）
C麻酔科
E生理検査
F内視鏡検査
G放射線科

総合受付・会計
外来部門

　
救急医療部門
売店

放射線治療
機械室
電気室

地下1階

1階

健診センター
I眼科
J消化器センター
　・消化器内科
　・消化器外科
K乳腺・内分泌外科
K耳鼻咽喉・頭頸部外科
　（音声外科センター）
K皮膚科
K形成外科
L産婦人科
M歯科口腔外科
リハビリテーション室
化学療法室

外来部門

　

講堂
イートインスペース

手術部門・医局

2階
3階

病棟4・5・6・7階

講堂

化学療法室

消化器センター
消化器内科
消化器外科眼科 産婦人科

乳腺内分泌外科
耳鼻咽喉・頭頸部外科
（音声外科センター）
皮膚科
形成外科

歯科口腔外科

受付 受付 受付受付
受付

リハビリテーション室 事務局

中央
エレベーター

中央階段
外来専用
エレベーター

健診センター

自動再来
受付機

外来専用
エレベーター

受付
情
報
コ
ー
ナ
ー

イートイン
スペース

小児科
泌尿器科

内科
循環器内科
呼吸器内科
糖尿病・内分泌内科
（糖尿病センター）
心臓血管外科
呼吸器外科
脳神経外科
整形外科
（下肢機能再建センター）
麻酔科

生理検査
内視鏡検査

放射線科

救急外来

中央階段

中央
エレベーター 受付

救急調剤窓口

外来専用エレベーター
自動
精算機

エントランス

外
来
専
用

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

院外処方せん
相談窓口

医療相談・連携室
入院受付・相談窓口

総合受付
会計

総合案内

防災センター

自動再来
受付機

医事課

相談室
６
相談室
5

相談室
4

相談室
3

相談室
2

相談室
1

外来専用
エレベーター

正面玄関

売店

受付 授乳室

感染症

中央処置室

受付

採血室

受付

受付

受付

受付

受付

中央階段

中央
エレベーター

放射線治療

受付

核医学検査

▼

サインの凡例

男性用
トイレ

女性用
トイレ

公衆
電話

階段

総合
受付

自動
精算機

自動
販売機

売店 イートイン
スペース

授乳室自動再来
受付機

車椅子専用
トイレ

女性尿検査用
トイレ

エスカレーター エレベーター

EV

EV

一般出入口
【正面玄関】

救
急
車

感染症
出入口

感染症
専用
診察室

専用のエレベーター
【7階感染症病床に直結】

救急部門

感染症病床

７F

１F

▶

感染症対応機能の確保
新型コロナウイルス感染症の対応では、重点医療機関として感染拡大時には8床の感染症病床に加
え、最大43床の病床を確保するなど、地域医療の中核的な役割を担いました。
本院は新型コロナウイルス感染症などの変異株や新興感染症から地域を守る砦として、第2種感染症
指定医療機関の役割を果たすべく、感染症に迅速に対応するための体制と設備を備えています。感染
症患者には、来院（入口）＞外来受診＞入院（病棟）までの一連において、入り口から病棟までの全てに
おいて、一般患者とは完全に動線を分けています。

感
染
症
医
療
・
災
害
医
療

第
２
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
、感
染
症
患
者
の
安

全
な
動
線
確
保
や
迅
速
な
対
応
体
制
を
整
備
。ま
た
災
害
時

も
医
療
救
護
拠
点
と
し
て
機
能
し
、免
震
構
造
や
非
常
用
電

源
で
安
定
し
た
医
療
提
供
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

枚方市災害医療センター
地震などによる大規模災害時には、枚方市保健
医療調整本部の指示のもと、医療救護班の編成
や、枚方市災害医療センターとして患者の受入
れ、地域の医療機関との患者の受入れ調整を行
うなど、地域の医療救護活動の拠点としての役
割を担っています。

災害に強い病院
耐震構造や制震構造に比べ地震の揺れを小さく
し、建物全体への損傷が軽減できる免震構造を
採用しています。
複数の受電設備やバッテリー装置、非常用電源
等により、災害時においても電力を継続して安
定供給できるようになっています。

積層ゴム（ダンパーで地震の衝撃を吸収）
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